
講義 4

相談者像の理解 
家計相談支援事業所を訪れるのはどの様な人？ 
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１．家計相談支援事業所の相談者の状況 
（グリーンコープ生活再生相談室 平成 21 年度～26 年度の実績データより） 

（１）相談者の年齢 

（２）相談のきっかけ 

（３）相談したい内容

件数 割合 件数 割合 件数 割合

10代 0 0% 2 0% 1 0%

20代 108 6% 123 6% 125 5%

30代 332 19% 336 16% 389 17%

40代 475 27% 527 26% 558 24%

50代 476 27% 464 23% 481 21%

60代 255 14% 318 16% 367 16%

70代以上 85 5% 182 9% 248 11%

不明 50 3% 87 4% 122 5%

計 1781 100% 2039 100% 2291 100%

平成21年度 平成25年度 平成26年度
年代

件数 割合 件数 割合 件数 割合

グリーンコープ広報他 1085 57% 440 25% 497 28%

消費者センター 92 5% 106 6% 91 5%
弁護士・司法書士他 17 1% 48 3% 20 1%
新聞・ラジオ・テレビ 208 11% 161 9% 214 12%

自治体広報 45 2% 131 7% 164 9%

インターネット 115 6% 150 9% 144 8%
勤務先、知人、友人 143 7% 122 7% 103 6%

以前来訪 8 0% 10 1% 14 1%

その他 184 10% 583 33% 540 30%

計 1897 100% 1751 100% 1787 100%

平成21年度 平成25年度 平成26年度
相談のきっかけ

件数 割合 件数 割合 件数 割合

家計問題 658 21% 355 12% 675 20%

貸付の利用 952 30% 1440 47% 1490 43%
借金整理返済額軽減 1012 32% 667 22% 672 20%

借金取立て督促 95 3% 97 3% 116 3%

教育資金 122 4% 57 2% 64 2%

子育てや教育の悩み 10 0% 5 0% 5 0%

家庭問題(病気・不和) 70 2% 81 3% 89 3%
悪徳商法・詐欺・契約 32 1% 13 0% 18 1%
税金・公共料金の支払 132 4% 237 8% 222 6%

年金や保険 48 2% 10 0% 17 0%

その他 67 2% 71 2% 75 2%

計 3198 100% 3033 100% 3443 100%

平成21年度 平成25年度 平成26年度相談したい内容
(複数回答）
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（４）債務の原因

（５）過去の債務整理状況

ある ない 不明 合計

件数 531 1116 134 1781

割合 29.8% 62.7% 7.5% 100.0%

件数 777 1121 167 2065

割合 37.6% 54.3% 8.1% 100.0%

件数 849 1084 215 2148

割合 39.5% 50.5% 10.0% 100.0%

件数 1110 1220 345 2675

割合 41.5% 45.6% 12.9% 100.0%

件数 818 925 296 2039

割合 40.1% 45.4% 14.5% 100.0%

件数 790 960 541 2291

割合 34.5% 41.9% 23.6% 100.0%
平成26年度

平成21年度

過去の債務整理

平成22年度

平成23年度

平成24年度

平成25年度

件数 割合 件数 割合 件数 割合

生活費 1004 33% 1104 35% 1164 34%

教育費 223 7% 204 6% 211 6%

税金 36 1% 207 6% 229 7%

冠婚葬祭・医療 114 4% 126 4% 151 4%

住宅ローン 214 7% 223 7% 209 6%

物品・カーローン 287 9% 428 13% 516 15%

借金返済 565 18% 389 12% 399 12%

事業資金 185 6% 153 5% 150 4%

賠償・保証責務 71 2% 66 2% 51 1%

娯楽 42 1% 43 1% 40 1%

ギャンブル 95 3% 89 3% 97 3%

飲食 43 1% 36 1% 29 1%

悪徳商法 34 1% 19 1% 17 0%

その他・不明 168 5% 106 3% 161 5%

計 3081 100% 3193 100% 3424 100%

平成21年度 平成25年度 平成26年度債務の原因
（複数回答）
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（６）税金・家賃・公共料金の滞納

（７）家計の状況

（８）家族の年収 

ある ない
分からな

い・不明
合計

件数 800 830 151 1781

割合 44.9% 46.6% 8.5% 100.0%

件数 992 871 202 2065

割合 48.0% 42.2% 9.8% 100.0%

件数 1126 803 219 2148

割合 52.4% 37.4% 10.2% 100.0%

件数 1469 864 342 2675

割合 54.9% 32.3% 12.8% 100.0%

件数 1106 673 260 2039

割合 54.2% 33.0% 12.8% 100.0%

件数 1156 662 473 2291

割合 50.5% 28.9% 20.6% 100.0%

平成24年度

平成25年度

平成26年度

税金・家賃・
公共料金の滞納

平成21年度

平成22年度

平成23年度

成り
立つ

成り立
たない

分から
ない

合計

件数 951 318 512 1781

割合 53.4% 17.9% 28.7% 100.0%

件数 1107 345 613 2065

割合 53.6% 16.7% 29.7% 100.0%

件数 1045 436 667 2148

割合 48.6% 20.3% 31.1% 100.0%

件数 1224 591 860 2675

割合 45.8% 22.1% 32.1% 100.0%

件数 744 684 611 2039

割合 36.5% 33.5% 30.0% 100.0%

件数 565 874 852 2291

割合 24.7% 38.1% 37.2% 100.0%

平成24年度

平成25年度

平成26年度

家計の状況

平成21年度

平成22年度

平成23年度

件数 割合 件数 割合 件数 割合

～１００ 103 6% 395 19% 537 23%
１０１～２００ 258 16% 446 22% 535 23%
２０１～３００ 412 26% 519 25% 552 24%
３０１～４００ 339 21% 328 16% 315 14%
４０１～５００ 247 15% 188 9% 196 9%
５０１～６００ 137 9% 97 5% 79 3%
６０１～７００ 57 4% 36 2% 39 2%
７０１～８００ 23 1% 14 1% 16 1%
８００～ 24 2% 16 1% 22 1%

計 1600 100% 2039 100% 2291 100%

平成21年度 平成25年度
家族の年収

平成26年度
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（９）本人の年収 

（１０）貸付の使途

件数 割合 件数 割合 件数 割合
生活資金 100 27% 28 22% 65 22%
返済資金 51 14% 10 8% 35 8%
学費関連 53 14% 26 20% 50 20%
税金・国保 66 18% 11 9% 18 9%
車両・車検 40 11% 27 21% 34 21%
住宅移転 25 7% 8 6% 21 6%
住宅ローン 17 5% 4 3% 3 3%
医療費 9 2% 1 1% 4 1%
その他 12 3% 14 11% 32 11%
合計 373 100% 129 100% 262 100%

貸付の使途
（重複あり）

平成２１年度 平成25年度 平成26年度

件数 割合 件数 割合 件数 割合
～１００ 356 29% 333 22% 421 25%

１０１～２００ 430 35% 553 37% 668 40%
２０１～３００ 268 22% 387 26% 407 24%
３０１～４００ 126 10% 142 10% 126 7%
４０１～５００ 33 3% 33 2% 40 2%
５０１～６００ 26 2% 18 1% 11 1%
６０１～７００ 4 0% 6 0% 4 0%

７０１～８００ 1 0% 2 0% 2 0%

８００～ 1 0% 7 0% 9 1%

計 1245 100% 1481 100% 1688 100%

平成26年度平成21年度 平成25年度
本人の年収

- 6 -



２．多重・過剰債務、生活困窮の社会的背景 

（１）就業者の内訳の推移 

（２）完全失業率の推移 

・２０１４年の完全失業者数は２２８万人（出所 総務省・労働力調査） 
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（３）失業期間別失業者の割合の推移 

（４）国民年金未納者割合の推移 

・２０１４年の滞納世帯数は３７２万人（出所 厚生労働省平成 24 年度国民健康保険（市町村）の財政状況より） 
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（５）国民健康保険料（税）滞納世帯数の推移 

（６）エンゲル係数の推移 

資料：総務省「家計調査」の二人以上の世帯を基にグリーンコープで作成 

％ 
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（７）原因・動機別にみた自殺動向の変化 

（８）世帯の生活意識の年次推移 

厚生労働省 平成２６年国民生活基礎調査の概況より 
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（９）各種世帯の生活意識 

（１０）日本信用情報機構に登録されている延滞者 

厚生労働省 平成２６年国民生活基礎調査の概況より 
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（１１）貸金業利用者の一人当たり残高金額及び５件以上無担保無保証借入

残高がある人数 

（１２）被保護世帯数、被保護人員、保護率の年次推移 

出所：厚生労働省
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３. 家計相談支援の役割 
（１）相談者が抱えている背景にある問題が、家計相談から見える 

お金の問題 
・借金の返済 

・税金の滞納 

・電気代、水道料金の滞納 

・市営(町営)住宅家賃滞納 

・保育料の滞納 

・校納金の滞納 

・国民健康保険の滞納 

・国民年金の滞納 

・介護保険料の滞納 

背景に家族の問題が 
・家族に障がい者（又は精神障がい

者）がいるが、必要な支援を受け

る方法が分からない。 

・家族にうつ症状・対人不安・パニ

ック障がい・発達障がいがある。

・ＤＶ（家庭内暴力）被害がある。

・ギャンブル・アルコール等依存症

を抱える家族がいる。 

・ひきこもり、登校拒否等の家族が

いる。 

・認知症の家族を抱えている。 

・家族が生活費を入れない、または

生活費をあてにされている。 

よくある生活再生相談 
・多重債務で借金がふくれ、生活費が足りな

い。 

・生活保護受給ができないと言われた。 

・就労が出来ず収入がない。 

・家賃が払えず、ホームレスになった。 

・電気・ガス・水道代などが支払えず、ライ

フラインが止まりそう。 

・家賃が支払えず、退去命令がでている。 

・保護費を落として困っている。 

・仕事が決まったが、それまでの生活費が不

足している。 

・母子家庭で今の収入では生活費が足りない。

・滞納や借金をまとめて返済して、月の支払

を少なくしたい。 

・子どもの入学金が足りない。 

・お金がなく、車税の支払いや車検が出来ず

困っている。 

・身内の冠婚葬祭のためのお金がない。 

・家賃が安いところに引越ししたいが引越し

の資金がない。 

背景には本人の精神的な課題など 
・対人関係や就労への不安を抱えている。 

・面談をする中で、うつ症状や対人不安や発達障が

いが見受けられる。 

・病気を抱えているが病院に通院できていないなど。

・家族との共依存関係など。 

・虐待、育児ノイローゼなど。 

・独居高齢者で支援が必要。 

・ギャンブル・アルコール依存。
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（２）相談内容のうち家計相談支援で解決していく内容 

（３）家計相談支援が効果的な役割を果たすと思える事例 
以下のどれか一つでも該当すれば、効果的に作用すると思われる。 

① 多重債務もしくは過剰債務を抱え、返済が困難になっている人 

② 債務整理を法律専門家に依頼した直後や債務整理途上の人 

③ 収入よりも生活費が多くお金が不足がちで、借金に頼ったり、支払いを滞らせざ 

  るを得ない人 

④ 収入が少なかったり波があるが、生活保護の対象とならず、家計が厳しい状態の 

 人 

⑤ 家族で家計について話したことがなく、それぞれが勝手にお金を使っている人 

⑥ カードに頼って生活や買い物をして、いくら借金があるのか把握していない人 

⑦ 収入はあるが、家賃をはじめ、水道光熱費、校納金、給食費、保育料などの滞納 

を抱えていたり、税金などを延滞している人 

⑧ 就労先が決まったが、収入が得られるまで時間がかかり、生活資金の貸付を予定 

している 

⑨ 生活保護受給者であるが就労収入や年金収入があり、保護費減額などにより収入 

管理が難しい人 

⑩ 児童扶養手当や年金の支給など月単位の収入ではなく２～４か月単位の収入があ 

り、支出も月単位で変化があり、家計管理が難しい人 

ただし、上記の状況の発生が病的な障がいなどに起因する場合や相談者の管理能力のは

なはだしい欠如などにより発生していると思える場合、何らかの心理的背景があり家計を

維持したり管理すること自体を拒否されている場合などは、家計再生支援と同時に、そも

そもの課題を解決するための支援も同時に必要となる。 

それは、家計再生支援は相談者の意思と相談者の理解に基づき家計を再生することを支

援するというのが基本であるため、相談者の能力が伴わない場合は別の方策を検討する必

要があるからである。 

家計収支の改善のために収入や支出の見直し

借金以外のお金の問題
・税金の滞納   ・電気代、水道料金の滞納 

・市営（町営）住宅の家賃滞納 ・保育料の滞納 

・校納金の滞納   ・国民健康保険の滞納 

・国民年金の滞納   ・介護保険料の滞納 

借金の問題
・住宅ローン、自動車ローン、学資ローンなどの

債務 

・クレジットの物品ローン、消費者金融からの債

務など
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４．事例報告 1 

偽装質屋被害者に貸付した事例 

相談内容 

・ 年金担保の偽装質屋（商店名アオキ・えびす・トラヤなど数社）の被害者。弁護士から

の紹介。

・ 10月 15日の年金で、偽装質屋に 9.9万円を返済し、貸してもらえず残った年金（16.1
万円）を 2ヶ月の生活費としてきたが、12月 15日の年金支給日までの生活費が足りな
い。

状況 

・ 夫は拾数年前から病気療養中だったが 5年前に死去。子どもはいない。
・ 今年亡くなった実兄の看病をしてきたが、相談者本人に持病があるため、バスに乗れず

交通費がかさみ、相談者自身が階段で転倒し骨折する。その医療費のために偽装質屋か

ら 8万円を借りる。その後、年金月に 9.9万円を返済し、再度 8万円を借りる生活をし
てきた。

・ 持病のため、週１回家事支援をしてもらっている。

・ 亡くなった夫は実家の墓にも入れず、お寺に預けているため、年間 2万円の管理費が必
要。

家計表作成・家計指導 

・ 相談時は偽装質屋への返済と医療費の増加で、1ヵ月後の年金まで所持金は 1万円。
・ 相談時家計表では、偽装質屋への返済がなければ、およそ利息分の 1.8万円が黒字とわ
かる。

・ 今後の通院等を考慮し、家計予算には交通費を計上する。

解決方法 ― 毎日の資金繰り表、キャッシュフロー表を作成 

・ 公共料金滞納分の一部支払（1万円）と 1ヵ月分の家賃の支払い分を貸付で解決し、12
月 15日の年金支給日までのお金の使い方を「毎日の資金繰り表」でアドバイス。

・ 兄の初盆費用、お寺への供物等の費用、及び借入金の返済についても計画を立てる。

 貸付金 5万円  6,250円／月の 8回払い
相談、貸付後 

・ １ヵ月後、相談者から連絡。「生活も安定している。せめてお礼の気持ちだけでもとお

菓子をおくりました」とのこと。

・ その後も電話で入院等の連絡など相談がある。

現在の様子 

・ 計画通り平成 25年 7月に完済。生活について不安がなくなったとのお礼。体調はあま
りよくなく、入退院を繰り返している様子。今後、サポートが必要。

相談者： 女性 80代（遺族厚生年金、老齢基礎年金受給者）
家族： 一人暮らし

収入： 遺族厚生年金 6.8万円 老齢基礎年金 6.2万円 合計 13万円／月
債務： 友人に 2万円
滞納： 家賃 1.95万円（先月分）

- 15 -



- 16 -



５．参考資料 
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講義 4・演習 1 

１．「家計相談支援が効果的な役割を果たすと思える事例」

１）②では、債務や借金の整理に取組み始めたのに、何がなぜ問題になると思いますか？

２）⑨⑩の年金受給の人や母子家庭の相談者の家計管理が難しいのは何故でしょうか？
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